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指した農業が持ち込まれ，農相手ニ】二葉もところにより盛  

んになった。けれども本格的な産米資本主義の胎動ほな  

かった。膿家経済・農薬縫′馴ま貨幣経済のl：t咽き込まれ  

たが，だからといって企賽的脳髄凝憫を組織しようとす  

る統みはほとんどなかった。農薬経常の榔吟は伝統的・  

慣習的な骨髄と遇民のライフ・スタイルによって支えら  

れていた。この時代の中岡銀賞の特徴は①家族労作型耕  

樵巌葉の成熟と停滞，②遇楽経′削こみられる広職な地域  

差と階層差の存在，③家族三i三瀬・自作農主義・鉦給自足  

主流を楓底にもったl引取経済と功利立教・契約  

立並・商紫主義を露′吾郎こ体現した貨幣経済との相克的妥  

協，という3点においてみちれる。  

（l）家族労作敷耕権威塞の成熟と停滞   

土地黎堀の般莱的利用，従って憐憫のカ式が非常に古   

I．研究の問題愈言放   

節2攻世界大戦の戦中・戦後の過程ほ各国民の鋒沼激  

変の過程であった。農業もまたその例外ではない。中‡司  

の鹿家経済・遊楽経営が1930年代の恐慌，中華事変から  

第2次大観終結に至る戦禍，大牝後の内戦と共隠取乱  

革命政府烏よる様々な諸政策，そして1979年以降の政蘭  

変換等々によって如何に激しく変貌をとげたかについて  

は敢えて改めて記す必黎はない。そ・れではその前の状態  

はどうであろうか。清栄から乎亥ヨ！完命を経て1930年に至  

る経過の中で，大都市を中心に商業資本主教が発達した。  

農相でも棉・麻・養蚕・煙草・アヘン等の貨幣収入を冒  

平成4年10月：う0巨！受理  
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い時代 ぐう000年以上前）から20世紀に到るまでの機み蕊  

ねとして恥承されている。常ぷ塗の技術は桝卿二触‡ヨに大  

成され さらに外部からの屡き轡を受ける事が少なかった。  

この頼み窮ねの中に顔民蘭による北部の畑作池澤から南  

部の水稲池澤への柵対的並みの移動があった。東北・蒙  

古・シンナアン・チベット，台湾などを除外した「中‡茎！  

本部」の内部でも，中国膿究の説明は容易でほなく洪解  

乳用きやすい。，しかし，共通の要素としては「土地が稀  

少の故に現存する土地から栄養分の敢後の山鳩までしぼ  

り取らなければなちない」（トーネイ）ほどに独優に朋  

密な定住農民があり，伝統的な家族制度の下で手作莱的  

ガーデン・ファーミ ングを行っていたという点があげら  

れよう。家畜はいても主体は役発畜として存在しており，  

畜産は党逢していなかった。穀物を立とする家族労作闇  

耕種膿兼の成熟があるが，ホく開発された士灘感潤いぷ  

典と役畜・耕凝スケジュールに即した伝統的ぷ塗法を蓋王－き守  

している色彩が大であって，衣食住の生活慣行の継承と  

結合して停滞の持続の様相が大であった。過度の開発度  

受け継いでおり，特に森朋破域や表土流亡肇に対する対  

策が伝統的に不充分であったので，閏孝逢による土地の拡  

大の余地は乏しかった。抑l倣域による水密や畢魅など  

の災審の頻度闇淡であったが，これも治山・治水や水源  

培養の施設の不充分と災喜危険地へ橙‖ナての過度の開発  

妬果であった1）。   

限界以下的土地（サブ・マージナル・ランド）までも  

が茂地（それも耕地）に編入され，営農と生活の安定を  

著しく描なわせていた。こうした過度のi絡発が張家の桝  

密として現れており，農薬に依存する農家人口の過剰と  

して伐れていた。中国遊楽で過剰な安楽は人間労働であ  

り，その労働の利用配分を導く賃金的評価は極めて低  

かった。労働が過剰な要素であるとすれば資本は極度に  

不足している安楽であった。治水・灘漑の施設，耕地の  

テラス工，道路や運河などは土地と不可分に結合した巨  

大な社会資本であったが，ほとんどが大昔からの遺構で  

あり伝統的な社会観繊によって維持・補鰭の管哩が行わ  

れていた。この土地の遊楽的開発のため投下された資本  

の維持を煉灘として那智な定住膿民の存続があり得たの  

であった。しかし．この一雄凍】釈くと常胤一ニと生活上の  

あらゆる綿密な節約と技巧と習熟は楽本装備を欠いた経  

済の成熟を示しており，それが倖滞の持続をもたらして  

いた。  

（Zj 農薬軽骨の地域差と階層差   

中国遊楽にほ主として自然的条件に即し，墾北と華南  

の閏に顕著な差がある。‡＝ll央郎を東西に秦嶺・伏′ト大  

別等の山脈が構たわり，年l用の気瀾い樟師】ミj放とその季節  

分布に大きな差がある。土壌的にも黄土が胤や水で運ば  

れたカルシウム土壌対準南の山や丘陵の表層が流亡運硝  

された酸鮎がかった土壌といった大きな差がある。ジョ  

ン・ロッシン グ・バックはこれを小変地帝と水稲地斬と  

して大別しているが，双方とも家族労作型耕桃政某が成  

熟し，停滞しているとしても，華北で乾燥地の州作良薬  

であ軋華南では渥㈹地の水‡‡】遊楽である。双方とも穀  

物の圭i三産をj三とする遊楽であるが，華北では小安・大  

変・商魂・粟・きび・とうもろこしが栽培され1準磯で  

ほ水稲が基幹作物でこれに小安・大変・とうもろこし等  

が2亀作や畑地利用の関係から添えられるという購遠射こ  

なっている。同じ小麦地幣の中でも気象が穀物の冬期作  

付を許さない春妻区，l川腋に閻まれた盆地の河岸の小変  

の冬期作付を杜にして大変・粟・きび・高梁等を赤潮作  

付する冬安小＊区，蛮刊下流の大平原を利用して同種の  

敷物栽増のローテーションを行うが，水省対策の見地か  

材隠染に容瀾作付のアクセントが眠かれている冬変商呆  

区が区分される。また水稲池澤の内部でも水稲の圧倒的  

蒐婁恍という共通項を持ちながら，揚子江下流の冬期作  

付の小変と水稲の連作か泰槻作付の水草消を取り合わせた  

揚子江水稲小磯侶」咋し日掛部虻多く含む水稲茶区，【射l【  

盆地の特色ある気象と土壌と水利遺構の上に基礎づけら  

れた瀾射l】水稲区，簡支の亜熱楷域で水稲二期作が広く行  

われている水稲両種区，準禰の辺境地幣である酉耐水稲  

l貢が区分される㌔   

こうした地域‡差分はなお内部に地域の平均と地域の平  

均との差が示しているよりも，さらに著しい小地域差が  

あり，また燕トーの柑の内部に鹿家問の階層差がある。大  

戦前の中国の農業経′浄は欧米的規準からみれば谷細規模  

から小規模の縄lヨ射こあった。ガ法域規模50ヘクタールを10  

人種魔の労働力で綽′き享㌻しているといったケースもないわ  

けではないが，極めて例外であって，10ヘクタール程度  

を7～8人の労働功で行っているのが敢大規模であった。  

他九 小は0．2ヘクタ…ル（こぅ畝山ムー）程度といった  

極小規模の経常もある。家族1人の生活のために必黎と  

される敢小眠の耕地規傾は小変地硝では3畝，水桶馳瀾  

ではその半ばとみられるが，2～3人種魔の家族で0．2   
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の基準」についてであろう3）。′計膿の技術という′暮注力ーら  

も，この時代の中国のぶ塗薬軽骨は（前記した地域差と階  

層差の大きな拡がりにもかかわらず）′巨象池澤と水桶地  

鵜の2セットの生菰関連間数で把握することができる  

（ただし小数民族の牧畜などを除いた溺民族の鹿莱経常  

について）のではないかと思われる。それ抽射で逓ペた  

ようなひとつの民族がふたつの風土の中で，1つのシス  

テムを成熟させた社会的平衡状腰である。平衡状態であ  

るから，遇茶艇′き首の枠組み（鱗遷）と遊民の振る舞い  

（機藷巨）は使幣種磯潤からの変動（ゆらぎ）に対してほ  

驚くべき強さでそれに耐えようとする。これにより‡ヨ然  

経済と皆幣経済との相克的妥協の秩序が形成された。中  

国のこうした相克的妥協の秩序烏灘！祐幣氏によって「秩  

序における『包』的律動」として衣現されている4〉。   

大約すれば」悠己のような1930年頃の中国の農家掛声巨  

脳米韓骨がある。手篭々の問題恋撒は単純にこうした膿家  

繚済・農業経常の実態を知るという点にある。多少付議－  

するならば，計濃的嚢付けにおいて，かつ中岡の主な農  

薬地苗の全体に対して包括的な農家掛斉・農業経常の実  

態を知りたい。特に，過度の般莱的開発を腎してまで  

（それも古い時代から）進められた「農家の鋼密な設走」，  

すなわち土地に対する及莱依存者の過剰や土地の酷使と  

労働の濫軋機械力をほとんど用いず畜力も耕紘など盈  

作業にしか用いないところのもっぱら人」言ミjの技巧と経験  

に楯った′削臥 そうした良家経済・遇楽経営の内湘こあ  

る農業経常級友の秩序構胤 具体的には土地と人粧 そ  

の描＝こ介在する肥料（ほとんどがl至】家製の有機馴巴料）  

や役畜，そしてその経済行動の結果である農産物尊の！瑚  

にある相互の関係・因果閲瀦・関数関係の構造を明らか  

にしたい。そして，そ♂）法則性の解明は，中榛の農業総  

′きミミ・の地域差と階層差の広和な拡がりに即し，できうる限  

りその差を代来するような標本を採ることによって「差  

に関する情報」を多く含蓄した「脆約せられた鎗挽」で  

あるようにしたい。さらに，こうした分析が鰭幣経済の  

浸入（商人・高利貸し・地主による圧迫）に対する「対  

抗的逃げ込み」の鉦軋経済的装隈がどのような構造と機  

能を備えているかを知る手掛りとしたい。以上が我々の  

研究の問題恵撒である。  

Ⅱ．分析の資料と方法   

我々が本稿で馴旨すところは，19：榊瀾後の羽翼】のぶ塗   

～0∴うヘクタ…ル程度の排他にしがみつき，目稲や他の  

兼業収入とあわせ，余分な家族ほ他出させているような  

良家は数多くあった。反対に10ヘクタ…ルの経常になる  

と父系大家族の係累を十数人持ち，それに年僻労働力も  

持ち，役畜も数蘭瀾薄することによって成り立っていた。  

バックほ平均規模とそれからの偏差を棟拠に各小地域の  

内部に「故小田切」一「小郡弟」・「中等即凱・「中大田  

城」・「大田域」・「更大‡即効」・「絶大圃場」・「極大即凱  

という総官規模層の拡がりのあることを示している。こ  

の拡がりはわがⅠ到などと比較すれば賛しく大である。つ  

まり大戦前q】瀾には企業農といえるような段薬窮・紆はな  

かった。家族労作型小農の枠内にすべてがあった。しか  

し，その枠内では梯小から極大への拡がりが大であって，  

その総督内谷の差は主として‡当然的条件の差に基づいた  

地域差とともに踊著な繚常叢をも形成していた。  

潮自然経済と貨幣経済の相克的妥協   

長期の停滞を続けながら，清栄以順の中国股民の軽瀦  

状態は商人・高利貸・地主の璃：生と政柄・治安の悪化に  

よって不安定となり，20世紀になってからその傾向を更  

に加速させていた。そ・の背後に欧米目の帝国圭裁と買弁  

嚢本があった。中国人の総官斉メンタリティ…について，  

多くの撒者が商米的営利と貨矧？碑j娘の追求，独一翫組織  

と1…用ヨ契約の結合，閉じた結社としての財閥・箪瀾・ギ  

ルドと利権官僚等々を生み出した独特の個性針指摘して  

いる。中圃の農家経済をスポイルしていたのは遊民の資  

本欠乏に基づくバーゲニング㌧パワーの服さとそうした  

状態に対する商人・高利樺・地主の寄生であり，社会秩  

序の不安窟と結合した挽や徴発などの政治的圧迫であっ  

たとされている。過度物の収穫時と必要時の極端な価格  

乳 棒鏑に高利の消饗金敵，負債をとおしての土地の押  

収と個人的解職の多く入り込人だ高率小作料による農家  

経済の侵食も著しかったという．一翼は強調されなければな  

らない。しかし，なお中国の麓家経熟まもともと自給自  

足的であり，自作髄であることを建前とする家族労作経  

常であるという構造のあ本は半ば崩れながら残されてい  

たという点も同時に充分配慮されるべきだろう。「脚一敵  

地把山掲力才能光祐」（1大敵を充分耕作する場合には  

－－－】・人を養ってなお若干の余裕を生む）という′ト射也骨の  

諺が示している含意ほ，自イ乍地による軋給自足灘な家族  

労作繰償の枠組みの中に逃げ込めば，社会抒終清新憫が  

どうであろうと生活していけるという「生活経済の確保  
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楽繰常につき，その構造を内面的構成の秩序として走戯  

分析l伽こ検東することである。この時代の中岡の遊民凝  

済が猥業的磯源をどのように利用して農業綽′紆計構築し  

ているか，経済の婁点は洗損や幾層津！ミあるいは世澤員の  

摩生のできうる限りの増大とそのための土地や男働ので  

きうる限りの節約的利用にあるといって差し支えないで  

あろうが，そうした努力が繁閑と婁園と拇関孫をどのよ  

うにもたらし，土地や労働の利用水準と兼山や生瑛僅や  

厚生の透成水準をどのようにもたらしているか，こうし  

た攫済にミクロデ…タを用いてできるl視り接近すること  

である。こうした検嚢はもとよ町掛倒棚究というかたち  

でほ数多くなされている。こうした準例研究せ雅体成し  

て全体を適齢するのも岬ノつの方法だが，それができるほ  

ど資料が張っていない。また，事例研究にはその地域の  

特殊解職せⅦく絡みこんでいて，中岡農薬のように地域  

的な千差万梯性をJ㌫純に包含しているところでは都側の  

狼成が別室†の農家経済・良薬軽骨の秩序構造をどこまで  

統一的に撲庵できるかば疑問である。中‡萎iの慮染地苗の  

全域にわたり，常闇のタイプや経常規模構成につき偏る  

ことのないように，綱射ぬと調査ぷ法家を比例配分的に細  

山し，j■勅封された超家に対しては統一－′▲された基準で設窟  

された項目（農米韓常を把接するために敢小限必要な項  

目が揃えられていなければならない）が漏れなく調査さ  

れ∴豚敵榔狛こ（できればさらに規矧；経済別にも）狼糾  

されてあるようなヂ⊥夕が賓求される。こうしたデータ  

を我々が馴◆旨すところに沿うように統計解析し，得られ  

た数値を関連資料や事例研究と閲額づけて吟味するとい  

う方法が望ましい。  

J．Ⅰ。．バックが調査総嘉∬となって行われた大王！乙洋間  

題渕査会の調査結果ぐ一LandUtiliz；ltioninChina”AStudy  

ofl（汀8（iFanllSinl（58Localities，and：う825G FanⅥⅠ？anlト  

Iies，inTwe！1ty－’rwoProv童ncesinCllina，1929－19：う：う）は上  

記のような我々の研究志向の線上に沿う哺十■の巨大資料  

である。調査紙栄は記述鍼（これは『支那のぶ法楽』バッ  

ク端として邦訳されている）のほか∴統計鍼・地！乳銅と  

しで！甘行されているが，統計紬こ我々が求めている多く  

のデータが収められていが）。記述絹でバックが記して  

いる調査の熟さ，りま次のようである。①ぷ造機制空たは22省に  

散在している1（制也附こついてなされた。②地区は出来  

る限り中国の三‡二繋な畳耕のタイプを代来する地区が選ば  

れた。③地‡乳の中でいくつかの少数の代衆的な村落が避  

ばれた。地区の範瞑＝ま県の範囲と■■、・致している。抜）各地  

区では100戸の‡茎i姐分が取り出され，それに含まれる農  

場（良家）ほ原則として悉皆調査された。多くの付から  

の選抜調査もある。⑤地層や柑の避盤過程の－‘iニーで平均的  

より緑経済状態のよい柑や遊場が選ばれる傾向ほあった。  

⑥以上が農場調査であるが，補充的に地区・賂の腿茶事  

・惜や財政事惰の網漁 及び戸数をしぼっての柴茶事憫・  

衣雄躯憫・饗踵負機灘凝の綱査がなされた。（教訓査員は  

バックの勧務する南京金陵大学ぷ造林学那の卒業生の申か  

ら机身地と調査地の岬何故性を考慮して選ばれた。調査純  

米は地区別の集計平均倦または百分率の形で統計蘭に収  

録されているが，いくつかの軽′酢掛隠州…躍塚面堀∵役  

畜沸数・肥料投入鼠・批骨員数・労働力数（マンイタイ  

バレント）・土地利用度（ダブル・クロッピング指数卜  

自作地比率・地利井‖変・「絞纏換算農場産出ま毒となど山は  

規模階層別に集計されてある。   

規模階層はず粟蘭′き首規模とその概準偏差の‡乳棒から，  

0．75く7（技塾偏差）を1つの階層楯とし，平均から1rの  

＝脚馴舶こ属する凰場を「中等闇場」，平均から．上の1  

柳馴削こ属する遇場虻「rこりく‡玉城」とし，以下下へ「小  

田場」，「故小田場」を．以上上へ「大任機」，「更大田  

場」，「放火閏拗」，「極大田切」を区分している。これを  

168農業地毎に行っている。従って，その地ぼでの祁対  

的な規模の位濫を示すものである。   

我々はこの調査ヂ」夕に主として依拠して分析を進め  

ることにする。本稿でほ，次の経営綿棒を用いた定数分  

析に限克する。農場産出畿（Ⅹ1），労働投入慮：（X2），  

役畜投入畿（Ⅹニう），土地利月封変（Ⅹ4），作付面積（Ⅹ5），  

肥料投入麓（X6），緋地面穐（Ⅹ7），作付両種あたり肥  

料投人蒐（X8），作付面棉あたり労働投入厳（Ⅹ9），耕  

地面積あたり役畜投入蒐（XlO），耕地而棉あたり肥料  

投入駿（Ⅹ＝），耕地面相あたり肥料投入鼠（Xトi）．土  

地生塵性（X12），労働生産性（Ⅹ13），作付面相あたり  

土地生産性（Ⅹ17），役畜・労轍比率（X15），自作地比  

率（Ⅹほ），超外所得依存率（Ⅹ18），農家阻幣員数（Ⅹ  

19）．良家聴聞闇あたり脚易産出凝：（X20〉を指標とした。   

成城産出盈はパックが設定している経′削旨梯であり，  

・〉hV＝′・切の農場壁掛勿を「栄廷酬旨数」（Productsi王1Kilograms  

OfGrainEquivalent）に換算することにより得られる。  

バックは次のように算律している。まず食用殺賊，豆蘭  

及び油橡乳 球茎根葉ヨ軋 鮮そ薬類，乾そ莱雄一 鮮果実   
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ヨ乳 紀男主失敗 その他と生産物を区分する。  

（お食月尋‘宗塗蜜享 米・ノト変・ 大安・高来・とうもろこし，小  

＊（莱）・きび・エンバクなどはそれぞれ1キログラム  

あたり馴‡‡百であるとして踵旧盆駿をそのまま加嫁する。  

②滋蘭及び子‡膵臓受 水慮・えんどう・そらまめ・ごま・  

なたね・落花生などはiキログラムが1．16キログラムの  

敷物と食料価倦において等価であるとしト阻酢叙勘こ  

1．16を加盟した機を加算する。  

（影取基根葉髄 さつまいも・ばれいしょ・たろいも・大  

根・かぶなどは1キログラムが0．15キログラムの穀物と  

食料価備において等価であるとし，塵机鼠に0．15を加蕊  

した値を加算する。  

④そ莱と豚剤勇1キログラムの市場側格が鮮そ灘では  

0．055ドル，絃そ米では0▲267ドル，鮮果実でほ0，132ド  

ル，陀果実では0－620ドル仙バックの調査の平均－  

であった。この価格でそ楽・果実類の生産食欲を求める。  

各制査地層ごとに故も…・般約な敷物の価格で除した構を  

そ薬・果実類の徽物換算放として加節する。  

⑤その他 柵・絹・茶・たばこ・などは各地域ごとに生  

産金作が推定され それもその地域で穐も一般的な穀物  

の価格で除した確が加算された。畜産物については加算  

の対象にはされていない。   

こうした即轟露出蛍の鮮山は，紫蘭潤ぃ義腰細巨油裸  

類聞・琢儀灘慄瀾l～i巨そ薬類閻・兼威儀瀾にみられる作  

物別の生産物の価値の差を無視しているという意味でラ  

フでありすぎる。けれども農場づ酎11蕊を千差方梯の地域  

特性を内に含む【刊軋粗茶において求めるには（楽料の不  

備からも）可能な限り合矧′l勺なフィジオクラット的手法  

と言うべきであろう。我々もバックの算律した数機に基  

本的には依存した。ただし次の点を大噸に修正した。  

吊食用穀物につき主婁食料となっている主殺，米りト  

麦・小米（翼）と補充食料である高梁・とうもろこし■  

大麦・きび・エンバクなどは雑穀とは嗜好の上で優劣が  

あると見るペきであり，消費の所得弾力性を想旋しても  

前者が優等軋 後者が劣等財とみてよい。いくつかの価  

格データも両者の差を与えている。このため我々は成城  

産山放を「髄磯爛瀾」ではなく「圭穀等数」とし，頸い  

／ト変りト米（粟）には1．0のウエイトを，その他の食用  

穀物にほ0．6（エンバクは0．3）のウエイトを与えて凱1l  

した。  

（i－）忌腰及び細萱穐鸞登，球茎栂薬類，そ莱・果実娩はバッ   

クの界損した穀磯磯爛億をそのまま用いたが，その植ほ  

0．6のウエイトを（つまり雑穀と同じにみた）付して主  

穀換算した。  

砧）「その他」に属する膿縫物の－こt：りこは判挙機業にとっ  

て亜要な生縫物が含まれている。バックのぷ塗域産出蒐の  

推計の中には必ずしも充分な掌臓がなされていない。そ・  

こで次のように推定した。棉は収穫金額を三i三毅と対比し  

て，．払位而欄あたり中層†平均で価格で2惜になるように  

主毅換算を行った。養蚕は桑園面相で，たばこは栽培両  

校で三一三毅の2依の主教授丼盈になるようにした。けし  

（アヘン）は産地で他作物に比して非′附こ有利な作物と  

されているので，これも栽培i称偵あたり縫出巌が室数の  

2槽になるようにした。茶やさとうきびは肥培管理や生  

縫物の加工などがどこまで集約的に行われているかわか  

らないので，作付面相あたり羅山親を嘉蘭なみとした。  

畜産物の場合，鶏ヰ・水牛・．喝・ろば・らば等は乳用の  

利用があまり行われていないので，飼育蕊を農場産出駿  

にカウントしなかった。生産家畜としての豚t山羊・め  

ん羊・家禽爛は回転の遅さや鋼滋管埋の側劇性などを考  

慮して，豚ほ飼育数5淡をもって主敷100キログラムと  

彗糾‡1tiであるとし，【j品J羊・めん羊ほ10騨をもって，家禽ほ  

100羽をもって主穀100キログラムと等価であるとした。   

バックの胞秘産出鼠は穀物換算で食中閣平均約3500キ  

ログラムであり，我々の修正膿瘍産山凝は室数換算て  

3331キログラムである。内訳〔榊こは維凝乳 豆類及び油  

種類，球茎根菜夕乱 そ薬・果実類が低く見穐もられ「そ  

の他」に属する遇兼物が高く兇鱗もられている。   

労働投入駿はバックが用いている「人工軍歌」（マン  

イクイバレント）をそのまま用いる。成人男子（ほ磯劇  

上甜歳以下）がい箪中働く場合を1，0人とし，他で働い  

たり，嫡気で休んだり，あるいは働いたり休んだりして  

燵瘍で労働を完全燃焼させていない部分ほそれだけディ  

スカウントされている。1年中働いている者は僅か35  

パーセントであり，働いたり休んだりしている者が35  

パーセント，全然働かない者が1パーセント，病気で休  

みがちな者が6パーセントであるといった可犬態をiE味1  

人に換算した数値である。婦人や老幼者のぷ塾某紙薬袋は  

上記成人男子完全蘭灘に評価されて加算されている。根  

澤員6人の遇莱艇瀾で人二に等数は1．8人といったように  

かなりきびしく算定されている。農家1肝肝員数はフγミ  

リーでほなくホームステッドとしての世葡に入っている   
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実員放で年雇労働力を含んでいる。労働投入盈が放もき  域1称槻のうち作物栽培に供用されている土地両横である。  

びしく蒐養された労働力規模を示すとすれば，枇幣員数  すなわち建物の敷地，道路，墓地，革地 山林などはカ  

は敢も繊く定義された労働力規模である。排他l胴衣は農  ウントされていない。中国の場合，即鋸瑚附也率は90  

TとIIIlel．TheRuraユPopulationandL；lndintheMainCllina  

分   区  容変区  冬変小 米区  冬愛蔵 梁区  揚手水稲 ノト麦区  水稲茶区  四川水 稲区  水稲両 稜区  蘭画水 稲区  中国本 都全域   

総何校（10万11a）   ：う18  366  4d9  275  570  388  393  667  別37   
総戸数（10万戸）   26   よ16  ユ88  133  155   87   79   42  759   

燵家戸数（10方戸）   20   ：∃7  1（う0   95  106   61   53   29  5（う5   

耕地   47   81  23∠ま  103  10∠l  ‖5   ‘i5   39  763   

草地・牧野   18   10   5   10   18   34   20  119   

5   3   17   5   18   ＝   51  

6   2   2   9   12   5   51  

起用地（10万】1a）樹木・瀧＊   森林   その他  Ⅷ 套9  3   23   3   6   

荒地（10万ha）   21   18   5   5   22   7   27  141   

未塞地に一室める可耕地（％）   19   7   6   18   9   9   21   ＝   

水面の総面積に占める比率（％）   5   3   7   1′l   7   2   2   5  

自イ乍農  48   66   69   28   26   29   17   39   44  

打作小作比率（％）自′ト作ぷ汲  13   18   19   23   25   19   37   25   2：う  

小作臆  39   16   12   49   ′i9   52   46   36   33   

農家1戸の排他所載（h；l）   1．4  1．1  1．0  1．9  0．8  1．3  1∴う   

農家1戸の世帯宇員数（人）   

農家100声調恋地区数   38   38   27   

農家100声調盆地虜数の比率（％）   

調査農家の平均耕地面積（11a）   

調査農家の緋地i椚嘉を（100ha）   103   61   30   5．7  5．1  右4  5．6  5．9  5．1  5∴う  
調査農家の耕地而瀾の比率（％）   2義3  2．1                  6．1  5．1                  13  20        8  12  12  168    7．7  11．7  22．6  22．6  16．8  4．7  7，1  7．1  100    3．0  1．8  2．7  1．6  1．1  1．3  1．2  1．1  1．8    39  ：う6        10  田  13  306    12．7  1l．7  33．6  19．9  9．8  3．2  4．5  4．2  100  
膿壌概の土地利用 道路・素琴   6．1  ′i．0  3．1  3．5  3．1  d．7  2，6   

配分（％）  箪地・牧草   0．7  3．0  1，6  0．8  2、8  1，2  0．1   

森林   1．4  1．∠】  1◆3  0．5  1．0  0．7  0」   

瀧撒水路地  0．6  1－0  0．1  0，3  

80  42   28   41   
作 

農   16  23  15  33   53   16   ‘13   

緬 票諾莞芸㌶貫芸…慧  78   
68  9  5  25   19   ∠13   

調査農家1戸の独澤員数（人）   8臥6 3．2  89．4 2．9  90、9  90．9  89∴う  8玖3  91．9  82．3  89．6     3．1  3．7  2．9  4．0  4．9  4．1  3．∠1                   7．5  3．9                      司．0  1．8                  ユ．1  1．0                0．3                      29  57  54               22  29   6          28  21  17    6．9  6．d  7．1  6．7  5．9  6，6  6．2  6．0  6．6   
1）土地については桓】民政府統計処統計月報（民国21年卜2月）、広酉年鑑民憫裂摩及びバック中桓！20省155県衆   

式調査による。  
2）戸数については！薮蛇政府統計処統釘・月報（民国21年1－2月）、タま瀾年鑑民間22年、戯家1戸の世帯員数につい   

てほ格調査・慮米概況調査・相調盤等の平均による。  

：う）‡∃作小作比率は農米紙況調査（矧司22勾り による。  

ノl）下段についてはバック中国168地区16786戸農家訓射こよる。   
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彼の我々の分析がそうしているので除外してある）ほ次  

のような有毒りがある。（a樽変区・冬変小利夏・揚子水稲  

小変区・酉商水稲ほからの櫻本が多すぎ，冬麦露東区・  

水桶茶区・凶ノl【水稲区・水稲両種屠からの標本が少なす  

ぎる。（b）春麦区・冬麦南淡区・揚子水稲′ト安‡哀・水稲両  

種区からの標本は膿噛規模が大きすぎ，冬麦小米区・四  

川水稲区一西南水稲区からの標本は小さすぎる。（e〉農家  

1戸の酢楷員数が約1．0人分多い（この点ほ家族の大き  

さのほか年聯をいれている串が関係している）。（（川…用；  

農が多く，小作農が少ない。こうした偏りはある。しか  

し，だからといって分析結果を山般化することができな  

いとは営えない。経済状僧の比暇的良い，また，酎乍農  

に偏った戯凝凝憫ということを憩織すれば使える標本で  

ある。   

分析はそ＝指梯の平均と偏差からみた粗野経常路線成  

ほ描離乳聞の相関関係からみた遊楽総督の構成，は瀾磯潤  

の回帰分析からみた農薬韓′き当－の構成」を吟味する方法を  

採る。20指株の168地区16786ぷ逢家の地区別・規模階層別  

平均檎を枠本とするが，故小田場と放火‡羽場及び極大E冒  

場の規模‡紗闇は除く。これらの階層ほ（すでに述べたよ  

うな親機瀾魔の区分法の故に）例外的準例とみられ，調  

査地区の多くにおいて該当の農家を欠いている。例外的  

な事例を無理ぷ胡り込むことによって統計的測磯雁が混  

乱することを‡防ぐためである。地【計は全てを採択したが，  

容変i夏や閣髄水稲Ⅰ真の申で土地単位産山盈が異常に商す  

ぎる（土地面積の尺度に問瀾があるらしい）地区を除外  

した。規腰瀾稲別殿変数の分布ほ地区によって輿なるが，  

－・椴に′ト田城またほ中洞墟に所増する農家が多く，中大  

田揚・大日封碁・更大日対数と規凄墓を大にするにしたがって  

所属農家が少なくなっている。こうした分布を考慮する  

とき，規模階層別に算出された平均催をもってそれぞれ  

の階層の代袈的農薬緑営とみなして統計分析を行うこと  

ば（所属遇家の数を無税して1対1の処規を行うことで  

あるから）妥当ではないかもしれない。しかし，逆に規  

模の異なる1戸l戸の経′断裁莱を1対1で処哩すること  

も表題しの問題をもつであろう。   

回帰分析は玖月払家産山鹿に対する経営観模と経常先  

約皮の寄与閲イ糸，丹生薦性及び欺常闇あたり産出駿に  

対する据骨規模と経営先約磯の寄与隊洛 の吟味をする  

ために行う。いうまでもなく，相聞関係点けではうかが  

えない閲棒線の勾配（寄与幅）を求めたいからである。   

パ岬セント程度で耕地而租と趨場面柘は同一班しても差  

し支えない。作付耐埴は全栽培作物の年間の作付延面積  

である。この場合立毛の土地封建期間ほ考慮されていな  

い。土地利用度ほ作付i桁租を排他耐桟で除した数倦であ  

る。家畜投入兇は役畜の粟頭数でその利月引受ほ軌乾され  

ていない。肥料投入教室ま厩肥・珊り把・人兼尿・泥土・油  

粕・化学肥料のうち磯肥と人糞尿だけがカウントされて  

いる。洲冶や化学肥料ほ特別の場合でしか使用されてお  

らず，堆肥は鳳朋と山一一体化し，人鶉尿烏泥土と山体化し  

て用いられているので，－「般的な施肥の多少の指梯とし  

てはこれでよいのであろう。土地鑓腰憫と労働生塵牲は  

単純にぷ道場塵往1駿を排他簡i穐または作付両横あるいは投  

下労働慮で除した偽である。生産櫻は兼山盈でなく付加  

価値で測られるべきだが，この時代の罠賽縛′馴叉支の事  

例から窺うとl委i給でない肥料や材料など「使用者費用」  

の支出は僅かであり，生塵性をこのようにおいても不都  

合ではないと思われる。良家枇澤員あたり産山凝を脳底  

の経済的嘩座の指樽とみたてるには，超家が酎乍慮で専  

業鹿家であり，鋸舌の大本を自鮮はl足として高利黛や商  

人の搾取からまぬがれており，また戦乱や匪患などにと  

もなう不合理な賦課からも自由であるという前提の上で  

のことである。   

上紀の諸指標を用いて我々が目指すところの分析を進  

めたいのであるが，「1929一－3：う年頃の朝雲iのぷ蓬莱緑営」  

をどこまで血■敗化することができるか。168地‡茎・16786  

農家の調査に基づくデ…夕であっても，350分の1の農  

家についての調査でしかなく，また無作為細山の御感で  

もない。中巨ざ‡慮莱の強度の地域的多様性にはバック等が  

紺は、の注意を払っていることは輝かであり，調査柑でほ  

階層別の農家選窟を行っているのであるから，規模l階層  

についての偏りは少ないとしてもなお調査地や調査村の  

選宝において（調査のし易さという観点から）経済状腰  

の良い地区や柑が選ばれる傾向ほある。このためバック  

準の調査蘭牒と全体としての朝礼 さらにぷ引那‡jにみた  

中国の岡にどのような食い違いがあるかを明示しておか  

なければならない。節1嚢は土地と戸数，人口および自  

作りト作比率についてのみ政府統計と168地区16786月込家  

の銅盤結果せ比麿したものである。政府統対の倍敵性は  

髄閏が持たれるかもしれないが，差し当たりこれを侶締  

できるとすると，バック啓の調査（節1家でほ「穐小泊  

域」と「放火刑場」，「梅大田場」に属する農家の部分ほ  



森川 茂率・浦城 野山血・木南  輩  58  

以上の対応関係はすべて対数1次型の阻愉式として求  

める。そうする理由は頬張の稜絆さを除き，すべてを審  

与弾力性として嚢現することが便利なためである。   

なお中国のぶ塗薬を1本にしてこうした分析を行うこと  

はさ則盤結果の意味を求める上で維点がある。なぜなら，  

この時代の中怪摘鋸柴においてほかなり著しい地域差と‡；皆  

層差が存在していたと考えられるからである。すなわち  

前述したように自然的条件ぷ明した踊著な地域差があlつ，  

磁場規模の拡がりも火（わが国に比して）であったと考  

えられるからである。   

そこで我々は今‡衰】の分析を推し進めるにあたって，小  

変地′肝と水稲池澤という地域別及び′ト中・大の規孝那緒  

層別の測定を行い考察した。  

Ⅲ．鹿策経営の構成  

Å．指標の平均と偏差からみた鹿葦経営の構成   

箪2嚢，節3衣を参照されたい。得られた知見ほ次の  

とおりである。  

① 農家の世帯規模ほ年雇を含め6．6：ヒ2．6人，遇場規爛  

は1．8士2．9ヘクタ岬ル，労働力規模は2．1士1．1人（マ  

ン・イクイバレント）である。胱幣規腰よりも労働力規  

模の方が，労働力規模よりも鷹域親機の方が偏差の仰が  

大である点を注目されたい。′ト変地滞は遇場規模では大  

であるが労働力規模ほ小であり，水稲他称ま胞場規模は  

′トであるが労働力規模は大であるといった差が認められ  

る（枇幣規模には差がない）。農場規模の偏差のl掛かJ、  

要地硝の方が水稲地帯よりも大である。  

（慧 上総の経営の補助手段は役畜と肥料である。役畜規  

模は1－4±1．3軌 肥料規模は年間施用厳にして13．9士  

15．6トンで，ともに偏差の楯は風域規模のそれよりも小，  

労働力規模よりも大である。′拉致池澤の方が水稲地帝よ  

りも役畜・肥料ともにやや大であるが，戯墟規模との相  

対的な大きさでは水桶地澤の方が火である。また，役  

畜・肥料ともに偏差の帽がノト安地帯において九 水稲地  

帯において／トである。  

③ 過渡経常を封基約化する方向には，労働の作業の能率  

を伸一克とすれば，経常排他1ヘクタールあたりの労働投  

下旗と肥料投下蕊で測定される。前者ほ2．は1．6人，後  

者は1．1±L3トンで，わが国の水準よりは低いが，中国  

ほ聴界の中でもっとも徹底した基約農業を行っていた桓l  

に属する。偏差の怖が労働集約度では比校的′トで，肥料   

このためには予め被貌明変数と鋭明変数が対応する空l手篭i  

（暢ないしノ司而）が設定されなければならない。ところ  

が我々ほこの時代の刹那）良薬軽骨についてそうした棚  

給場つまりモデルを何ら持ち合わせていない。先附机こ  

は何ひとつ分かっていない。このためモデルは場合網羅  

的に多くの対応関係を濯いた。次のようである。   

Xl＝f（X7）   

Ⅹ1＝f（Ⅹ5）   

Ⅹ1＝＝X′l，Ⅹ7）   

Ⅹ1＝f（Ⅹ∠l，X7，Ⅹ8）   

Ⅹ1＝r（Ⅹ7，Ⅹ11，Ⅹ14）   

Ⅹ1＝f（Ⅹ5，X6）   

Ⅹ1＝f（Ⅹ5，X8，Ⅹ9）   

Xl＝＝Ⅹ2）   

Xl＝‖Ⅹ2，Ⅹ5，X（；）   

Xl＝f（Ⅹ2，Ⅹ7）   

Ⅹ1＝r（X2，Ⅹ6，X7）   

Ⅹ1＝f（X2，X：う，Ⅹ6，Ⅹ7）   

Ⅹ1＝f（Ⅹ2，Xこう，Ⅹ5，X6）   

Ⅹ1＝r（Ⅹ19）   

Ⅹl＝f（Ⅹ5，X6，Ⅹ19）   

Ⅹ1ニf（Ⅹ7，Ⅹ19）   

Ⅹ1ニー（Ⅹ6，X7．X19）   

Xl＝f（Ⅹ3，Ⅹ6，Ⅹ7，Ⅹ19）   

Xl＝ニf（Ⅹ3，Ⅹ5，Ⅹ6，Ⅹ19）   

Ⅹ12ニr（Ⅹ4，X8，Ⅹ9）   

X12＝＝Ⅹ4，X7，Ⅹ8，Ⅹ9）   

Ⅹ12ニf（Xli，Ⅹ‖）   

Ⅹ12ニf（Ⅹ7，Xll，Ⅹ1∠り   

Ⅹ17＝＝r（X5，Ⅹ8，Ⅹ9）   

Ⅹ17＝＝r（X7．Xll，Ⅹl射   

Ⅹ17＝f（Ⅹ4，X7，Ⅹ11，X14）   

Ⅹ13＝＝f（Xl）   

Ⅹ13＝f（Ⅹ2，Ⅹ7）   

X13＝f（Ⅹ4，Ⅹ8，Ⅹ9）   

Ⅹ13＝f（Ⅹ4，X7，Ⅹ8，Ⅹ9）   

Ⅹ1：う＝f（X2，Xd，Ⅹ8，Ⅹ9）   

Ⅹ20ニニf（X12，Ⅹ㍑）   

Ⅹ20＝＝Ⅹ7，Ⅹ12，Ⅹ13）   

Ⅹ20＝＝f（X2，Ⅹ12，Ⅹ1：う）   

X20＝r（Ⅹ12，X13，Ⅹ19）  
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Tilble2．ⅠIldexesror蝕11ysis（1）   

［頼肇］   

Ⅹ1：即効産出鼠（100kg）  

Ⅹ2：労働投入鼠（人）  

Ⅹ3：役畜茂人鼠（家計相聞  

Ⅹ4 ∵土地利用度（％）  

Ⅹ5：作付面租（ha）  

Ⅹ6∴肥料叔人兇（t）  

X7：排他漸耕（ha）  

X8：作付】桁秩あたりの肥料投入鹿  

Ⅹ9：作付而槻あたりの労働投入螢  

Ⅹ川：耕地蘭凝あたりの役畜投入螢  

Ⅹ11：桝地耐叛あたりの肥料投入畿   

Ⅹ12：土地生産性（100kgハ1a）   

X13：労働生魔性（1001くg／人）  

X14：耕地面相あたりの労働投人数  

Ⅹ15：役畜・労働比摩（家畜単位／人）  

X16：馴乍地比率（％）  

X17：作付面租あたりの土地色魔牲  

Ⅹ18：農外所得依存率（％）  

X19：鹿家枇澤員数（人）   

Ⅹ20：燵家世珊員あたりの産出蒐（iOOl唱／人）  

巨門司全土］  

AN  Sl、ANDARl）  丸41NIMUh～王  MAX王MUM  
DEV－   VALUE  VALUE   

3  

2 

・－・ 

ハU  

2  

3  

1  

7  

1  

－－ 

董l  

J丑． 

3  

ハソ】  

0  

7  

6  

3  

尺U  

4  

変  数  

1
2
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7
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0
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1
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1
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レト嚢地キ椚  ［水稲地菅】  

変 数MEANg紆DARD…豊野加i  肌1MUM VALUE   

X1  

X2  2．05   

X3  L35  

Ⅹ4   

Ⅹ5  

Ⅹ6 

X7  

Ⅹ8  26．28  31．94  1，02  319．88        1．09   0．ノ10  臥30         L射   0．00  18．43    128．08  2∠l．11 100．00  19Jl．00   2．97右740．15 14．3817．111．22  2．42：う．930．10  5．97ニ与．921．00  70．88 16d．03 58，58 ：う4．93   
Ⅹ9 1．1よま 0．75 0．11  5．00  

Ⅹ′10 0．81 0．（i2 0．00  6．57  

X11 7．37 4．31 1．21  

X1Z 12．97 8．0：う 2∴う6  

Ⅹ13 11．26 7．73 1．23  

X14 1．∠19 l．11 0．14  7∴i3   

X15  0．6′ま  0∴う5   （＝）0   2，30   

X16  86．17 16．65 1i．90  100．00   

X17  9．97 5．48 2，36  

Ⅹ18 14．9上i13．68 0．00  

XlIf （i．92 2，63 2．20  

Ⅹ20  3∴弓1 2．81 0．20   

変 数 MEAN  S′rANDARDMINIMUM DEV 
．  ⅤÅLUf；   

X1  37．36  34．32  2．65   

Ⅹ2  2．32   1．23  0．50   

Ⅹ3  1．29   0．89  0．00   

Ⅹ4  171．08  ：う7．86 100．00   

X5  2◆19   2，06  0．12   

X6  11．99   9．63  0．72   

X7  

ⅩS  7．68   8．7よ1  0．∠i3   

Ⅹ9  1．58   1．02  

Ⅹ10  

Ⅹ11  

X12  

Ⅹ13  

Ⅹ1∠i  

Ⅹ15  

X16  

Ⅹ17  

Ⅹ18  

Ⅹ19  

Ⅹ20  1∴き2  1．29   0．10                       0，32      1．∫15  1．56   0．00     12．（i6  15．75   0．85     ：iニヨ．1‘i  17∴う：う   4．76     15．16  8．40   3．06      2．60  1．60   0－51       0．57  0∴i5   0．00      55．95  2臥33   0．00      20．15  11，3∠1   2．97      13．13  12．22   0．00       6．48  2．5∠i  2．50       5．29  乱33   0，6（∋要   

l
 
n
U
 
9
 
ハ
リ
 
9
・
・
・
1
 
7
 
3
 
9
 
（
ソ
】
 
」
4
一
5
 
2
・
4
 
2
 
ハ
リ
 
1
 
0
 
0
 
だ
U
 
 

1
 
8
 
1
 
ハ
U
 
5
 
ハ
リ
 
3
 
8
 
2
 
2
 
7
 
3
 
ハ
U
 
3
 
0
 
0
 
」
q
■
 
ハ
〓
）
 
ハ
〓
 
7
 
 

d
．
8
 
5
 
9
 
だ
U
 
9
 
0
 
〝
h
J
 
仁
U
 
ワ
し
 
9
 
8
 
0
 
0
 
2
 
ハ
U
 
1
 
5
 
9
 
へ
ソ
】
 
 

9
 
 

ハ
h
U
 
l
 
だ
U
 
1
 
9
 
 
 
 
1
 
分
U
 
3
 
7
 
1
 
 
 
 
0
 
7
 
7
 
1
 
2
 
 

2
 
 
 

2
 
 



森川 茂率・浦城 登山・木南  輩  60  

rrA】iL】∃3．Indexesk－1■AIllysis（2）   

レト麦地帯 レト規模）〕  レj、麦池澤 く大規模）］  

MEANl富野DAR慄好か王㍊UM   

35．880  22．480  6．7601136．050   
2．590  0．770  1．100  4．700   
1．630  0．9∠10  0t480  5．240   

129．160  22．000 100．000 ま83．000   
3．880  2．070  0．720  9．8（iO   
19．500  21．640  6．370 16～i．030   
：5．160  1．S50  0．490  9．∠190   
5．430  云l．010 1．680  25．580   
0．820  0．司50  0，320  2．760   
0．590  0∴う20  0，130  1．820   
6．6：50   ′ま．210  2．270  2∠l．580   

13．220  8．810  2．510  50．070   
14．070  8．170  ニ5．540  38．700   
1．050  0．640  0．360  3．5‘】0   
0．640  0．290  0．150  1．380   

85．030  2．0820 1i．900 1（）0．000   
10．270   6．130   乙510  34．290   
10．600 i0∴う60  0．000  4α000   
臥400  1．8dO  4．亜0 15．200   
4．320  2．580  0．9∠10 13．080   

変  数  

0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
〓
1
2
1
3
1
4
1
5
ほ
1
7
1
8
1
9
2
0
 
Ⅹ
 
Ⅹ
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
 

レト変地珊伸規模）］  ［水稲地御（小規模）】  

変 数 MEAN 訝DARDMINl丸4UM 肌1かIUM         ⅤÅLUE VÅLUE   

Ⅹ1  13．120   7．160   3．1∠10  34．570   

Ⅹ2  1．5′10   0．520   0．600   3．300   

X3  0．910  0．540  0．7‘iO  4．OJ10   

Ⅹd   129．970  25．2∠10 100．00（）119d．0（〕0   

X5  1，490  0．800  0．320  ∠ま．120   

Ⅹ6  8．730   7．850  1．950  50．840   

X7  1．210  0．760  0．220  ∠ま．120   

1．240  0．620  0．520  ：う．440   

0．890  0．∠130  0．310  2．購0   

Ⅹ8    G．110・ 3．550  2，′140 17．800  Ⅹ9           Ⅹ10            X‖   7．600   3．840  2．500 18∴う00  X12   1：う．090  8．090  ニi．170  47．3‘10  X13    8．840  d．770  2．530  26．590  Ⅹ1′1   1．670  0．970  0．520  5，050  Ⅹ15   0．600  0．270 0．220 1．510  Ⅹ16   86．340 14．JilO こi9．（500 100．000  Ⅹ17    9．920   5，ヰ10  3．170 ：う2．200  Ⅹ18   15．310 11．130   0．000  ∠18▲000  Ⅹ19    5，710  1．∫i60   3．500 10．200  Ⅹ20    2．300  1．220   0．530   6．∠i′iO  
変  数  MEAN  STÅNDARD DEV．  M王NIMUM VALUE  娘匁Ⅹ王MUM 妻VALU】；   

Ⅹ1   7．8∠ま0  7．350  2．650  ∠13．（；40   

X2   1．270  0．d50  0．500  2．900   

X3   0．760  0．650  0，000  2．690   

Ⅹ∠1   176．000  ：う8∴う（50  100．000  269．000   

X5   0．（i30  0∴う40  0．120  1．9′10   

5．230  5，970  0．720  45．040   

X6          Ⅹ7  0．360  0．190  0．100  1．030  Ⅹ8  9．730  12，600  LlOO  95．830   
Ⅹ9   2．440  1．300  0．8：う0  6．290   

XlO   2．∠100  2．650  0、000  12．220   

Ⅹ1l   16．830  2：う．610  Z．180  189．740   

X12   ：ヨ5．830  21∴∋20  8．540  138．350   

Ⅹ13   9．760  5．8：う0  ：i．0（さ0  ：弓2．600   

X‖   

X15   0．580  0．430  0．000  1．服0   

Ⅹl（ミ   55．250  2（う．360  2．800  100，000   

Ⅹ17   20．930  12．670  ∠i，770  69．870   

X18   19．620  15．0∠10  0．000  75，000   

X19   ∫ま．160  0．840  2．500  5－900   

Ⅹ20   2．830  1．頼；い  0．850  10．150  Jl．140  2．110  1．070  10．3∠ま0  
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基約度では比較的大である点に注磯ほれたい。′巨象地粥  

の方が水稲地帯よりも労働・肥料ともに基約的である。  

郁 集約度ほ具体的に土地利用度（二毛作準）と作付両  

種あたりの労働と肥料の集約度に分解される。土地利用  

度は15（l±36％で，水桶池澤において大，′ト蜜柑附こお  

いてノトである。戯壌規模に土地利月＝変を加流した作付両  

横は′ト麦地帯3．0ヘクタール，水稲地潤2，2ヘクタールで，  

なお小麦地帯の方が大である。作付面相あたりの労働と  

肥料の集約度ほ1．ほ1．0人と0．8±0．8トンであって，こ  

の他の両地滞の差はかなり締められているが，なお水稲  

地備の方が小変地帯よりも大である。  

①家磯は染渡用としては中′ト家畜だけで少なく，大部  

分は役畜であるが，山方で労働の作葉能率と結合し，他  

方で肥料の生産と結合している。役畜の飼育軌空は造場  

規模との閲係では1ヘクタールあたり1．2士1．3鼠 労働  

力髄膜との関係ではマン・イタイバレント1人あたり  

0．6±0．4鄭iであって商い。′拉致地滞でぼ労働力規模との  

開通の密度が火であり，水稲池澤では農場規模との‡掲遵  

の密度が大である。  

⑥ 農薬経′言；ミ●の成果が農場産出二さ汝：i∴う士こう．6トン（生殺換  

算），経常耕地1ヘクタールあたり2．4±1．8トン，作付  

両機1ヘクタールあたり1．6±1．1トン，マン・イクイバ  

レント1人あたり1．3±0．9トン，l投帯員1人あたり0．7  

±0．3トンである。この時代の中図の中堅的農家の生産  

力が上記の水準にあることが予想以上に低いとみるペき  

か，商いとみるべきかはわからない。しかし，独度の狼  

約的農業が潜まれているにもかかわらず， 1作ユ0アール  

あたり兼山蒐が130キログラムという水準にあることほ  

土地生産性の低さを示しており，世滞員l人あたり700  

キログラムという水準は，自作動こして敢低i択の自給主  

体の生活を漸く与える程度であることを示している。そ  

して，平均に対する偏差の帽ほ余裕ある階層と極端に生  

産性が低く貧閣な階層の存在を示している。小麦地帯ほ  

上記全ての指機において水稲池澤より水準が低い。とり  

わけ土地生敵性が低く磁場規撲の大きさでカバーしえて  

いない。  

⑦ 総骨する土地の自作地比率70．づ士27．5％という商い  

比率と選外所得依存率13．8士13．0％という低い比率は  

バックの調査の標本股家が健全農家に偏っていたことを  

示すものであろう。そして土龍の農業経営の構成内宥は  

偏りを持つとみられる。しかし，この偏りは程度の問題   

【水稲地鼎1中髄膜）］  

変  数  MEAN   

Ⅹl   22．040   

XZ   l．740   

Ⅹ3   1．000   

Ⅹ4   173．990   

X5   1，240   

Ⅹ6   S．790   

Ⅹ7   0，720   

Ⅹ8   S．580   

Ⅹ9   1，700   

XlO   1．570   

Ⅹ11   14．390   

X12   33．88Cl   

Ⅹ1：う   1：う．100   

Ⅹ1∠l   2，810   

Ⅹ15   0．580   

Ⅹ16   5．880   

Ⅹ17   20∴う40   

Ⅹ18   12、930   

Ⅹ19   5．200   

X20   d．250   

68．520   

3．800   

3．060  

26（う．000   

2．950  

59．920  

1．5（う0  

82．740   

5．000   

8．540  

160．520  

109．890  

37．600   

6．560  

1．！11い  

100．000  

56．4∠10  

′i8．000   

7．400  

14．280  

［水稲地幣（大規模）〕  

MEAN STÅNDAR工）MIⅢMUか王 MAX即UM   
DEV．  VALUE   VALUE   

51．400  27．580 17．鋸O 162．720   

2．900  l．0：う0  1．300  6◆000   

1．550   0．8ニう0   0．000   3．710   

IG9．550  36，280 100．000 265．000   

3．070  1．610  0．530  7．570   

15．080   7∴う20   2．830  42．770   

1．8：ヨ0  0．960  0．520  5．0：犯   

5．85（j  3，640  0．890  2∠l．060   

1．160  0．600  0．370  3．150   

0．950   0．580   0．000  ：う．280   

9，500   5、270  1．780  33．200   

：う1．270 15．010 5．780  91－8GO   
1臥510 10．320   6．7∠10  70．020   

1．890   0．880   0．590   4．630   

0．550  0．300  0．000  1．350   

54．910 ：うl．140  0．000 ‘皇2．770   

19，0609，6103．09055．280  

10．77010．0300．00037．000  

7．9701．780司．60013．600  

6一項60：う一290F2・62020・090  
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である。水稲地抑ま，ノト変触R学力哨作遇のl！l：界であるの  

とは対象l糾二，曽作地と小作地半々の自小作遇の聴解で  

あることがバックの調教にも視れている。農外所得依存  

率は，′ト変地帯と水稲池澤との悶＝こ差はない。バックの  

銅盤の欄ほ低すぎる可能性ほあるが，現実にやはり低  

かったとみらヨtる。   

以上の考察を補充するため，敢′ト任‖扱（ブ糾、）・小田  

場（小）・中等圏域（中〉・中大田切（中大）・大田場  

（大）・放火田城（放火卜梅大師効（極大）の階層区分  

における小田場・中等田城・大Ⅰ孔場の規模階憫を取り出  

し別々に測建した結果を吟曝しよう。第3衣を参照され  

たい。  

Ⅲ 腹壌規瀾と作付規模につき′ト・中・大を比較すると，  

小麦池澤でも水稲池澤でも，中規模は小規模の2倍，大  

規模は中規模の2倍といった大′梢機種がある。また，／ト  

規模グループの敢ノトの軽骨と大規模グループの敢大の総  

督を比暇すると50怖から100倍の差がある。‡挫僻員規模  

と労効力規模について比摸すると，小麦地帯でも水稲地  

帯でか吋規模は小規模の1．5倍，大規模はゃ規孝墓の1．5倍  

といった大小閥瀦がある。また，′ト規模グループの陀小  

の経常と大規模グループの敢大の繚常を比接すると5倍  

から10依の差である。   

以上から了解されるように農場規模や作付規模を大に  

することによる較差は増大的に聞くのに対し，l牡帯爵規  

模や労働力規模のそれは縮小的に閃く。この関係は 閥  

帰分析によって明昭削こ示されるが），咋服押）この時代の  

農家経消・農薬経常の構成の基本ともいうペき盈嬰な関  

係である。両極端をとれば，小の方では甘言i宇員2．5人の  

遇家が0．5人の正味切倒力をもって10ア…ルの土地を15  

アールの作付で経′責◆しているのであり，大の方でほ批・手篭亨  

員15人の農家が5人町正味労働力をもって7ヘクタール  

の土地を10ヘクタールの作付で経営しているのである。  

ほぅ 役畜と肥料につき′ト申・大を比・餃すると，役畜に  

ついては上記の労働力規模の拡がりと似た拡がりを持ち，  

肥料については作付規模の拡がりと似た拡がりを持つと  

いえるようである。役務の保有のなされ方には什・方でほ  

農作業の消化があり，他方では肥料の製造がある。この  

ような閑適にほ／ト麦地帯と水稲池澤の閏に差がある。′ト  

麦地幣では肥料の製造への関心がさほど漉くなく，他方  

広い農機で各種作物の耕作を気磯的にも削閉透れた相川lさ  

内に手早く片づけて行く饗溝が髄く，専ら労働力規瀾と  

結合して役畜の飼育が配慮される傾向がある。水稲地澤  

では磁場而根が小で，作付面積を広くとることよりもl肥  

培管ガ1！の集約化による増1楳に関心が強く，緋土培養のた  

めの肥料の製造と膿揮発の消化と双方配慮して役畜が保  

有される傾向がある。  

潮土地利用度震つき慨腰の小・中・大を比検しても，  

差は認められない。大規模ほ勅放経常となり，小髄膜は  

集約経常となることも予想されたが，そういう躯実は硝  

認できない。ノト・中・大といっても小鼠経常の神明での  

規模の差であって，粗放緑常対狼約経常の構造差ではな  

い。作付面相あたり労働投下駿や作付1称偵あたり肥料投  

下彪の規模の′ト・中・大に即した差ほ一期庶にある。作付  

1ヘクタールあたり投下労働鼠は小麦地欄で1，8人，1．2  

人，0．8人であり，水稲地帯で2．4人，1．9人，1．1人であ  

る。すなわち大規模は小規模の2分の1から2．5分の1  

の労働力で済ませている。竹雄‖ヘクタールあたり肥料  

投下威は′ト麦地帯で軋3トン，6．1トン，5．4トンであり，  

水稲地滞で9．8トン，臥5トン，5．8トンである。すなわ  

ち大観模は′ト規模の20パーセント滅である。小麦池澤で  

も水稲池澤でも投下労働蒐の踊著な減少がみられるが，  

これは栽培管哩を粗放化させているためでなく，「農作  

業における規模の能率」の差とみた方がよいと思われる。  

肥料については小規模に集約性が，大規模にほ粗放性が  

多少認められる。肥料の製造龍力の相対差の放であろう。  

作付而叛でなく，耕地面相あたりでみても（土地利用度  

に差はないのだから），上記はそのままいえる。耕地面  

轍あたりの役畜投下儲は小麦池澤で1．1軋 0．8汎 0．5  

頗であり，水稲地帯で2．3猟1．5猟 0．9放である。こ  

れは規磯を大にすることによる厩肥製遁灘功の低下を示  

している。ところが役畜労働比率（労働力1人あたり役  

畜沸教）をみると，ノト変地鵜でも水稲地苗でも，小・  

中・大すべて0．G餓で差がない。以上逓べた農薬集約化  

と規模の事朴係も，この時代の中牒1農業経常の基本として  

青息められる。  

剛膿場麗組数につき規磯の′ト申・大を比較すると，  

／ト変地帯でも水稲地帝でも中規模は小規模の2駄 犬規  

模は中規模の2．5依という差がある。ノト規模の臓小と大  

規模の胎大の閏には馴措から100倍の差がある。土地竺lこ  

産性は小麦地滞では室穀換算川ア叫ルあたり130キログ  

ラム，水桶池澤では：ヨ：う0キログラムという歴然たる差は  

あるが，姐椴の′ト・［巨大による差はほとんどない。水   



大戦前朝茎‡の成業経営構造  

はこのようなものであったとみられる。農外所得イ衣存率  

の経常親機の小・中・火に即した差ほ多少はあるが著し  

くはない。小麦地幣では24パーセント，15パ岬セント，  

11パーセント，水桶池澤でほ20パーセント，13パーセン  

ト，‖パーセントと低下している。上記平均に対して標  

準偏差が小変地幣・水稲地骨ともに小規模には1Gパーセ  

ント，中・大規模には川パーセントほどつく。さらに  

もっとも極溝な場合には，小規模層では80～90パーセン  

トの，中・大塊腰層でほノーO～50パーセントの線外所得へ  

の依存がある。小規模層では甚だしい場合は大部分の生  

活饗を農外所得に依存する良家があるにせよ，5～25～  

∠ま0パーセントの農外所得に依存する遇家があるにせよ，  

2～12～24パーセントの農外所得依存度の農家柳薫から  

なる。こうした状態がこの時代の比較的健康な張付の姿  

であったとみられる。  

B．指標の相関関係からみた腱楽経営の構成   

節4衣を参照透れたい。  

（D 20書経孝鮒は間の相聞マトリックスを′ト劇也′繹と水稲  

地澤それぞれに作成して比暇すると．両者の差ほあって  

もむしろ両者の等しさの方が注意されなければならない。  

小変池澤で商い相関をもつ指標と指標ほ水稲池澤でも商  

い相関関係をもつ。水稲池澤の方が′ト麦鮎澤よりも水m  

を備えているだけ，また関連して気象的条件の作物栽培  

の許容力が大なだけ 水稲作ができ多毛作ができるだけ．  

肥培のための労磯没入や肥料投入のキャパシティーが火  

であり，生産力の水準がはっきりと商い。そ・れにもかか  

わらず，相聞関係のもたれかたが大枠的に同じであるこ  

とほ，農業経′皆の構成に中国的として折れる埴牲がある  

ことを示唆している。  

② 小麦地；盲符でも水稲地キi苧でも即共産出腋・労働生産  

性・胱瀾闇1人あたり産山股の相互瀾には緊裾ないし商  

い都潤がある。また，この関係に嫌々な見地からの規模  

が閑適している。農場規模（糾也拍i杓）・作付規頼・労  

働規模（ヤン・イクイバレント）・掛楷員規灘凋相二子きこに  

有意な関係を持つとともに，それぞれが戯場産机義・労  

働生産性・枇礪攣＝人あたり産揖放それぞれに有恵な相  

関をもつ。こうした相聞の持たれ方の「勘こ，この時代の  

やi挙‡の農薬綽常の柵成の枠組みとバリエーションの拡が  

りの基本が示されている。  

③役畜飼背嚢と肥料校人魚，それに土地利用度（多毛   

桶池澤において，ごく微弱な小規模に大で，大塊瀾で′ト  

となっているが，その差ばう0キログラム程度である。作  

付両種あたりの土地生産懐からみても〔土地利用磯にお  

ける規模の差がないのだから）同様である。これに対し  

て労働生産性は明瞭な規模格譲受をもつ。労働1人あたり  

の遣場産山義の小・中・大の叢を比瞭すると′ト安地帯で  

6′ま0キログラム，8鮒キログラム，1470キログラムであり，  

水桶地帝では980キログラム，1：う00キログラム，1850キ  

ログラムである。同様の比較せ槻瀾ほ＝人あたり産山厳  

についてみると，小変地翔では150キログラム，2ニう0キロ  

グラム，∠i3（沖ログラムであり，水稲地楷では280キログ  

ラム，エ120キログラム，640キログラムである。人l～ijl人  

が生存のために必要とする級数は子供や老人で250グラ  

ム，1ト60故の女子350グラム，男子服0グラム程度の1  

人摂取殺物凝であるから，世珊員1人あたりの穀物蕊ほ  

150キログラムである。もとよりこれだけでほ単に飢眺  

を免れているだけであるが，小麦地箱の小髄膜階層の農  

薬経常はi50キログラムの枇幣員あたり義教換算産班慮  

を得ているにすぎない。もっとも才堂々の成城産出放の餅  

出では，商機・大麦・きび・とうもろこし・大豆・えん  

どうなどは0．Gのウエイトで，米・小麦りト米に換算し  

ているから，これを；料1文数に戻せば20日キログラム程度  

になるであろうから，40キログラム程度は生活の他の郎  

研こ和ナる部分とすることができる。おそらく撞巣立体  

に食生活をし，小変などは発って生活の体系を整えてい  

るのであろう。しかし，これは小規模の平均であり，  

151±9′まキログラムから窺えるように，上記物軋的激憤  

水準に達しない彪家が1測や2測は存在している。  

15う 自作地比率の経常規模の小・り1・大に即した差ほほ  

とんどない。小変池澤ではともに85～86パーセント，水  

稲池澤ではともに54～55パーセントである。各規模瀾瀾  

において，上紀平均に対して小麦地翔では15～20パーセ  

ント，水稲池澤では25～：う0パーセントの標準偏差がつい  

ている。さらにもっとも極端な場合，′ト変地帯でほ自作  

地が10パーセントしかない。水稲池澤でほ全部小作地で  

ある。以上より，′巨象地翔では馴乍地比率20～60パーセ  

ントを例外的に小作地の多い経営とし，G5～85～iOO  

パーセントの‡ヨ作地比率の遇茶経常からなり，水稲池澤  

では自イ乍地比率30パーセント未満を例外的に小作地の多  

い般若経常とし，80～55～：き0パーセントの打作地比率の  

混米経営からなる。この時代の比較的腱康な闇柑の実態  
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作の棟度）は巌某経常の内容にバリエ仙ションを与える  

要素である。役畜飼育嚢と肥料投入儲は多くの指標と緊  

密ないしは商い相聞を持つ。役畜の場合，小変地滞では  

農場規模・作付規膜との聞に，水稲池澤でほ肥料投人数  

との閃に緊密な相聞がある。小変地苗でぼ土地経常規腰  

の碓保が水桶池澤よりも盈婁で，それが役商の保有と結  

合しているのに対し，水稲地澤では保有する土地のキャ  

パシティーを活劇することが小変池澤より並嬰で，それ  

が新発の保有と結合しているといったアクセントの差が  

ある。土地利用度ほほとんどの綽′削旨様との聞に宥恕な  

相牒】を持たない。労働投入巌・肥料投入蕊・月造物産出兇  

の土地単位面穐あたりの水準を実而枕と作付両種の2と  

おりで求めた偶につき，両者の相関を求めると緊密な相  

関が得られる。両者のI持＝こある土地利用度が基約化志向  

と濾紙しておらず，水利・防災の施設など水田と搬漑の  

ための土地インフラの整備状況に埋ら依存しているので  

ほないかと考えられる。この点ほ′ト麦地帯と水稲池澤の  

差はないむ  

① 労働集約度・肥料狼約度・役畜集約磯相互間は蔽い  

正の相聞があり，小変池澤でも水稲地備でも同じである。  

これらの災約皮相櫓と土地生産性は正に相関を当然に持  

つと予想されたが，測定値ほ′ト麦地帯でも水桶地鵜でも  

相聞の程度が弱いことに注‡∃されるペきである。これら  

の集約度持株と労働生産性との閲榛ほ正か負かが問題で  

あるが，測冤倦は弱い負の相関が認めらjtる。この1乳係  

は′卜変地澤の方が水稲地澤よりも明瞭である。萬場規  

模・作付規模・労働力規模一触帯員規模などの粗模指梯  

と生産性との相聞ほ，土地生産槻ぷ対してほ負，労働生  

産性に対しては正の相l閑が予想されたが．測充棟ほ，土  

地鮎射竺l三の場合，′ト麦地帯でも水稲地澤でも弱いまたほ  

微朗な杓l朴に止まっていることを示している。土地生踵  

性と労勧生塵照との閏には弱い正の相聞がある。  

（彰 馴乍地比率と罠外所得依存率が農業最㌢削こどう係  

わっているかに関心がもたれるが，結果は次のとおりで  

ある。酎乍地比率は他の如何なる経′酢給楯とも有為な相  

関！関係を持たない。自作農であるかノト作鼠であるかは経  

常方針の問題ではなく，個人的ないしは地域的卵憫烏よ  

る。農外所手引衣存窄は規模相棒と強い負の相狙を持つ。  

即易産出畿や紫蘭要塞三敵性との関係も同じである。ここま  

では小変地瀾注水稲地帯も同じである。しかし，集約度  

指膵とのl裟j係は′ト変地i肝でほ弱い正の柑軋 水稲地澤で   

は微弱な正の相聞となっている。土地生死櫻との相聞ほ  

ない。  

C．指標間の回帰分析からみた飲薬経営の構成   

節5－1衣～第5－6衣を参照されたい。  

α．遇場摘捏旧鼠に対する軽′計規模と据菅兼約度の寄与閲  

係  

① 農場規模と作付規模の称引田」性ほ小変地幣で0．8：う  

と0．90，水稲地幣で0．79と0．79であり，労働力規模と世  

帯員規模のそれは小変地澤で1．d9と2．0：う，水稲地帝で  

1∴う0と1．73である。船場規模と作付規模は放線の塵山説  

明栗岡とみて差支えがない。これに対して、労働力硯灘  

と世帯員規模はそれぞれ単独では説明変数であるのでほ  

なく，遁に産山駿によって脱明される被脱明変数である  

と断釈されるべきである。   

このようにいう含蓄ほ次の恵味においてである。′卜麦  

地粥ならば2、0～3．0ヘクタ…ル，水桶池澤ならば1．0～  

2．0ヘクタールの土地を持ち，6～7人の血縁者を包摂  

する農家がある。戸主の権威の下に家族共同体成員の厚  

生がはかられるが，土地の稀少から麗地はすべて耕地と  

し，作物は栄発熱源の確保を第1幾的に志向した方向で  

選択され，1…2班の役儀と結合した男子戒瀾の手作業  

と自家製の肥料を中心に肥培管理が完遂されている。こ  

うした農業緑営の規模が2倍・3惜となっても上記経常  

の枠組みが改組されることはない。もっぱら作業機率を  

高めることによって，土地利翔度や肥培管棚の内実的集  

約性をさほど低下させることなしに繰′馴ま完結される。  

家族の給養能力が高まれば，家族の数ほ増加するだろう  

し，それによる家族の労働功の増加だけでなく年櫛など  

も加わって，枇開闇の数に比した労働力の数の割合をも  

火ならしめる。かくしてもと2．0～2▲5人であった労働力  

が3．0～3．5ノしほどには増加（家畜は2～3頭に増加）さ  

れ，損害㌢員数ほ9～10人になるであろう。しかし，とも  

かくこの程度の人！用の増加で鑓米韓骨は2～3惜とはい  

かないまでも，1．5～2．0倍やそこらのぷ堅城産出義之を速成  

することができる。反対に規模が2分の1になればどう  

であろうか。畑作地常で1．0州1．5ヘクタール，水田地幣  

で0．6～0．8ヘクタールの農業経常ミまいかにもみじめであ  

るが，この場合ももとの軽骨の枠組みの全面改組にまで  

は至らない。作物の絡聯や多一毛作の程度はあまり動かせ  

ないが．危1；灸を関してでも躯約作物の導入が図られよう。   
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役番も1頭はいるだろう。もと2．0～2．5人であった労働  

力のうち1．0人相当分は他山してしまうか，大規絞農家  

の年稲になるか，何ちかの狼外就莱のカ題を溝じるか，  

日雇または季節労働者となるかするであろう。洩された  

l．0～1．5人相当の労働力でもなお，もとに比して相対的  

に過剰となっているので，肥培管判ほ以下附こもi挺して丁  

寧に行って，たとえ1測でも2捌でも残された土地から  

の収穫魔の増加をはかる。このため慶庵摘鋸汁数は半減ま  

でには至らない。労働力を供給する1ヨ：体である家族は貧  

乏の故をもって成員数が減じられよう。しかしもとは6  

～7人であったのが4～5人程度はなお城されよう。大  

約以上にのべた物猶を農機産出蕊の卿械をヨ．ら準として鍵  

き麗し，産出盈の増減に耕地両税・作付而礫・労働力  

数・枇滞員事に対応させたらどうなるか。それが回帰式  

の係数にでている。参考までに′ト・咋・大の規模階柳こ  

属する橋本でそれぞれ別に回帰式を作ってみる。巌鳩規  

模の霹与弾力性は小麦地滞で0．（i，0．5，0．6，水稲地幣  

で0．6，Ot5，0，6である。作付規模の寄与弾力性では′ト  

麦地澤で0．8，0．6，0．7，水桶地澤で0．6，0．∠】，0．5であ  

る。労働力規模の寄与弾力性は小麦池澤で0．8，0．7，  

0．9，水稲池澤で0．7，0．7，0．6である。世帯員規模の寄  

与弾力性は小▲変地帯で0．6，0．6，0．9，水稲地郡で1．2，  

1．0，0．9である。同じ規模階メ削こ属する標本を用いる場  

合，当然のことながら規模の差にあづく偏差が抑制され  

て地域差に基づく偏差が強く関与する。同じ規模階層に  

属する遊楽軽骨についてぷ亀場規模・作付規模・労働力規  

模・世帯員規模それぞれの大きい地域の膿城産山蕊ほ大  

きい。その大きくなる「なり様」ほ比例以上でもなけれ  

ば，多少でもなく，0．5～1．0の弾力性で（つまり逓減的  

に）大となる。  

（紛 農場規模・土地利用度・肥料投入畿をセットとして  

産出厳に対応させた場合の寄与弾力憎は小変地帯で0．95，  

1．5d，0．18であり，水稲地帯で0．89，0，∠15，0．27である。  

注意すべきは土地利用度が（単独では他の堀留指標と相  

関機構を持たないにもかかわらず）きわめて大きな塵出  

蕊に対する各年弓阿州三をもつこと，肥料投入巌は（農場  

規模との閏にかなりの共膜性を持つにもかかわらず）な  

お独自の産山故に対する寄与をもつことである。′巨費池  

澤においては創裾桝こ低くおさえられている土地利用度  

が高められるならば産山増大に対する寄与が掛増的に大  

であるという点において，水稲池澤においてはすでに商   

（
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準ほ，土地を債磯倍で借り入れてj翻lをはかる場合に，  

小作料がその土地の藤沼の半ばにおよびうることを示し  

ている。この時代，わが董葉蔓‡で測られた野勧の寄与度は非  

常に低い條で，土地不足・労勧過剰の状態を示すものと  

怒味づけられているが，l中国の場合ほそれほど著しくは  

なかった。   

労働の寄与弾力性の高さから労働力l人1年の労働評  

価を窺うと，主毅換算で880キログラムである。パック  

は「年労働悠金の規幣価値によって購買しうる小麦およ  

ぴ＊の数威」を小変地郡でiま661キログラム，水稲地硝  

では1：弓05キログラムと見翔もっている。以上よりおお  

ぎっばな見当付けを行うならば，農業経営を「すべて借  

入地と聯用労働で組織する」ことほ（金利などを無税し  

ても）できない。小作料もさることながら貸金が商すぎ  

る。こうした事態ほ中国の農薬繰′削こ内包されている労  

働力の過剰ほ（過剰であることはまぎれもないとして  

も）当時のわが国の過剰の程度に比べれば縫い過剰で  

あったということも指摘できよう。当時のわが【那）場合，  

神谷慶治氏の著名な測定によれば，土地・労働の審与弾  

力桃ほ東北地方で0．73，岬0．07，酉岡地方で1．3，－  

0．53であった。このような測定値がでるのほ規模を大に  

するにつれて土地生塵性が上界する，規模の大小に閲し  

て投下労働数は教わらない，といった事態があるからで  

あろう。中図ではそれどではなかった。この過剰度の差  

が中i頑とわが圏の聞の発展の差と衡接に閲儲していると  

思うがここではこれ以」こふれない（5）。   

参考までに規模帽磯の′ト・年ト∵た別の巨利凝式をつくる  

と，小変池澤の審雪・弾力性は小規模で払5，0．4，中規模  

で0．～i，0．3，大規模で0．∠1，0．5である。規楔の差に基づ  

く偏差が抑制され∴姐域差に基づく偏差（傾向性がな  

い）を主たる手職かりとしているので，回帰式の蕊相関  

係数が低くまた測定値の誤差が大きいが，どの回帰式沌  

同じような布与弾力性を与えていること，換‾諾すれば中  

聞及某の基本的生産∈関数は規模階柳二よって差を捕吏な  

いことが注‡≡！される。   

厳鳩規模・労働力規模・役畜飼育鼠・肥料投入螢の4  

者をセットとして越山蕊に対応させた場合の寄与弾力性  

は，小麦池澤で0．59，0．59，－0．04，0．0′lであり，水稲  

地澤で0．41，0．d5，0．02，0．23である。小変地欄では役  

畜と肥料の寄与はゼロ（t低も低い）であり，水稲地滞  

でほ役畜の寄与がゼロ（t恨も低い）で肥料の寄与ほか   

い土地利用度のさらなる向上もさることながら，鍛約化  

のキャパシティが商いので肥料投入の産山に対する反応  

の弾力性も商いという．如こおいて，それぞれの地域特使  

をもつといえよう。   

小・中・大の晩模階層別の回帰式では小安池澤での布  

与弾力性ほ小規模で0．S，1．4，0．1，申規模で0．8，1∴う．  

0．2，大規模で0．6，1．1，0－2，水桶地帝での称与一弾力性  

は小規模で0，S，0．7，0，3，中悦摸で0．7，0，3，0．2，大  

規模で0．6，0．4，0，0である。地域差に基づく偏差を主  

な手掛かりとして測定された弾力性の測是偲であるが，  

l階層差に基づく偏差が強く反映されている測盤倦とよく  

似た閲孫が示されている。土地利用度の寄与が磯腰を大  

にすることによって多産を盛になっていくことが両地】夏とも  

に認められることに注目したい。   

鷹場規模・労働集約度・肥料狼約度をセットとして産  

山畿に対応させた場合の璃巧・弾力性は′ト蛮地帯で1．19，  

0．62，0．01であり，水稲地澤で1．10，0．‘】5，0・21である。  

この式は小麦地櫛の肥料集約度の淋力他のt催が低すぎ  

るところにl制隠があるが，使えないわけではない。戯域  

規模が商い寄与弾力性をもって集約化よりも規模拡大の  

優越性を示しており，娘勧化の方向では肥料よりも肥培  

管規の寄与が大であるが，水稲地苗でほ肥料灘約化も産  

出1に有動こ寄与していることを示している。小・中，大  

の規模帽瀾㈲匠沌‡梯式では小変地滞での寄与弾力触糾、  

規模で0，9，0．4，0．0，中規模で0．9，0．4，0，0，大規模  

で0．7，0．3，0．1，水桶地瀾での寄与弾力性は′ト規模で  

0．9，0．2，0．3，中規模で0．8，0∴う，0，2，大塊傾で0・7，  

0∴う，0．1である。金瀾磯とも測定機に大きな差はない。  

規模の寄与帽が規模を大にするに従って小となっていく  

こと，水稲地瀾での肥料脆約度の寄与の高さは小規模に  

おいてであることが注目される。  

③ 戯城規模と労働力規模をセットとして産出故に対応  

させた吻合の寄与神力焼刃小変池澤で0．56，0．6ニきであり，  

水稲地滞で0．52，0，58である。この式はこの時代の中国  

遊楽の基本的な生産関数として認められるべき内容を示  

している。小変地滞でも水稲地澤でも構造は同じである  

如こ注意されたい。土地も労働も互いに他を固窟して増  

加させた場合，その増加率の平方根に比例してしか産山  

ま簸を増加させえない。しかし，両者をともに増加させた  

瘍合の産山混の増加は異郷I勺であるという憩味で規模拡  

大の利益ははっきりと存在している。土地の寄与度の水  
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なり高く土地・労働と薙山への矧紋をわかちあっている  

（わが同に近い）。役畜の寄与が衆に出てこない点にほ注  

憩を饗する。役畜と肥料がこの時代の中桓lの農業経常を  

厚生する圭繋襲来であることは明瞭である。役畜につい  

ていえば，排起・鷹地・中耕∴兢測・かんがい・収椎・  

運搬・打数・客土等々に畜力が用いられており，これら  

の作業を入野協労で行うか人力のみで行うかの差は地域  

差・規模差を法く含むはずである。こうして労働力と役  

畜の代樽閲礫があるならば，役畜に帰せらさるペき寄与  

窪‡；分が現われてくると期待された。しかし，ここでの労  

働力規模と役畜規模といったラフなとらえかたでは全く  

認められない。肥料についても投入彙の大小が産損慮の  

大小に反応する独‡三iの寄与部分があるはずで，洗損蕊の  

不足の原‡黍ほ施肥級の不足に帰す農家が多いのであるが．  

ここでの㈹愛では水稲地帯でのみそれが認められるにす  

ぎない。′ト変地帯で肥料投入の産出への寄与が認められ  

ない点は②の分析と…致しているが，その原因は特殊な  

土壌と降雨の放であるかもしれない。   

いずれにせよ，この時代の中怪l遊楽は鑓磯瀾磯で軽骨  

内資本の檎能の認められない良莱である。あるいほ次の  

ようにいうことができるかもしれない。この時代の中国  

農業では稀少な婁紫は土地と労働力であり，役畜と肥料  

ほ稀少魔の織い（棚対的に幾富な）繁栄であった。労働  

力が稀少であったというのはいかにも逆潮的であるが，  

土地利用と栽培管潮の手職が与えられた下での労働力  

（特に成人男子労働力）は不足しており，これを追加し  

ようとすれば矧枇皮以上の貸金を支払わなければならな  

かった。稀少性が遊楽経営を縛り上げるように構成する  

として，その縛り上げの様相が生産機数の寄与弾力性の  

偶に現れているのではないか。  

④ ③の式の鋭明変数のうち労働力規模を世帯員規模に  

聞きかえたセットで産出厳に対する寄与構造せ洲碇して  

も多少下げられるだけで，大枠は変わらない。  

（訂 廷摘偶の盤数墳は①・（診・（卦の測定のいずれにおい  

ても水稲池澤の方が小麦池澤より大である。このことは  

各説明変数で脱明される部分を抜き取った残り（ベー  

ス・土台）が水稲地域において′ト安地帯より大であるこ  

とを示しており，この部分は・十那は究象・土壌の差に，  

－－朝；は水利施設など土地改良インフラの水準の差に帰属  

させることができよう。  

β．生産性及び酢肝員あたり産出既に対する軽骨規模と  

経常基約庶の寄与関係  

①土地鮎範性に対しては土地利周庇と作付l河翔あたり  

の労働投入畿及び肥料蔵人蕊をセットにして対応させる。  

測窟された寄与弾力性ほノ拉致地澗で1．49，0．17，0．12で  

あり，水稲地帯で0．64，0∴犯，0．21であった。式の決定  

係数は商くないが使えないほどではない。′ト変地帯では  

2毛作化が洪冤的であるのに対し，水稲地帯では2毛作  

化が半ばせ説‡少著し，他の半ばは1作の栽培鍛約化の程度  

によって脱明される。説明幾層に農場規模を付加して規  

模の影翠凍みても式の構造はあまり変わらない。規模の  

彫響は正であるが，寄与の帽は大きくない。説明変数と  

して土地利月引受を除き，抑ぬi肩機あたりの労働蕊及び肥  

料投入駿と腰婆場規模をセットとして対応させる。測定さ  

れた寄与■弾力性は小変池澤では0．63，0．01，0．20であり，  

水桶地準では0，45，0．21，0．11である。この式の決走係  

数も高くない（特に小安地帯で低い）。′J、表地滞では労  

働破約度が決定的で，残りは規模の寄与による。水稲地  

帯でも労働炎約度の寄与喘がもっとも大であるが，肥料  

集約度の寄与柑も無視出来ないものがあり，規模の審与  

帽ほ小である。   

この回帰式を親機階層ノト・中・大別の標本で求めると，  

小変地滞の寄与弾力性は小規模で0．5，0．0，－0．1，中  

規模で0．3，0．1，－0．3，大規模で0．4，0．1，－0．1であ  

り，水稲地開のそれほ小規模で0．2，0．3，－0．1，中規  

模で0．3，0．2，－0．2，大規模で0．3，0．1，－0．3である。  

全階層打ち抜漆の橡本での測蒐偶に比して規模の関与が  

すべて負に変わっている点に注意されたい。この恒l棉式  

を変更し，被脱明変数に作付面積あたり土地生産闇夜牒  

き，説明変数の中の農場規模に替えて作付面鱗を置いた  

式を測克しても純米は変わらない。   

いずれの場合も定数項は小変池澤よりも水稲地帯の方  

が際立って商い倦を持つ。  

②肇偲の生劇当ミに対しても土地利用度と作付面撒あた  

りの労働投入蕊と肥料殺人数をセットにして対応させる。  

測党された各与・弾力性は′ト安地帯で0，49，－0．84，0．12，  

水稲地帯で－0．36，－0．70，0．21であった。式の決盤係  

数は充分に大であるとはいえないまでも土地生産性につ  

いての測宝式よりも大である。寄与の持たれ方として，  

労働投入の炎約化が労働生産性を距暦に切り下げるよう  

に働いていること，それは小変地幣でも水稲池澤でも同  

様であることが明らかである。これに対して2毛作化の   
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式の決蒐係数ほ充分に大である。もっぱら労働生敵附こ  

規定されている。鋸毒学園規模と労働力硯磯との‖附こほ商  

い相関閲稀があるためであるが，土地生産働の高さが無  

l朴係である′－烹は注目されてよい。規模の影済蔓をみるため，  

低域規模・労働力規模・世滞員規模をそれぞれ説明変数  

のセットの中に入れる。長城規模・土地生塵頗・労働生  

産性のセットでは，小麦地澤で0．49，0．59，0‘42，水稲  

地難で0．43，0．50，0．42という寄与弾力性がえられる。  

労働力規模・土地生成性・労働生塵闇のセットでは，ノト  

要地潤で0．49，0．10，0．90，水桶地澤で0．4：う，0．07，  

0．86という寄与弾力憎がえられる。潮州別乳敵機・土地染  

渡′性・労働生成性のセットでは，小変池澤で0．25，0．0：う，  

1．03，水稲地澤で0．20，0．0乙 0．93という寄与弾力性が  

えられる。規模要因の入れ方により，このような変化が  

どのような内的脈絡に従って発現しているのかに答える  

ことは簡単にほなしえないが，規模の大小も世帯員あた  

りの産出鼠に正の方向で大きく係わっていることは明瞭  

である。他聞闇あたり産出故に対する土地・労働の生産  

′附こよる説明のなされ方，そして説明変数としてさらに  

様々な規模抱報せ付加した場合の鋭明のなされ方が′ト変  

地帯と水稲地帯とでまったく変わらない点に淫ほするべ  

きである。この変わらなさは標本を小・中・大の階層別  

に取り出してそれぞれのグループで測愛された回帰粟を  

比較しても差が乏しいというように一山・賞している。つま  

りや固の農業の良家繚済・農業繚常の構造的特徴である。  

土地と労働の色魔他のみで脱明されるとき，土地生塵他  

の寄与はほとんどなく，大部分が労働生産性の商さに  

よって規蒐されるという関係はいままでの考察から予期  

されたとおりである。枇澤員硯腰を加えた場合雷 土地と  

労働の生産性の寄与帽にほとんど影轡を与えず，‡当身は  

0．20～0．25のiEの寄与帽を持って参加するという鰍乱  

労働力規模を加えた場合，寄与帽を土地生魔性では多少  

高めるように，労働生産性では多少低めるように作用し，  

自身は0．ェ10～0．50の正の璃巧・幅をもって参加するという  

構造，縫瘍規模を加えた場合，寄与帽を土地壬l三渡性では  

大幅な引き上げと労働生産性では大桶な引き下げをもた  

らすように作用し，自身は0．4～0．5の寄与帽をもって参  

加するという構造はαの①で述べた農場産出劉こ対す  

る掛野戯規模・労働力頒模・厳秘規模の対応のなされ方  

に即して脱明されるべきであろう。   

労働生兼軌への対応は小変地循でほ正の方糾ニ，水稲地  

幣では負の方向に，見るべき寄与帽を持っている。肥料  

の寄与は両地澤とも正であるが大きくない。こうした寄  

与構造ほぷ亀城規模を脱明変数に加えてもあまり変わらな  

い。規模の労働生鍾性に対する影響力は方向は正である  

が小である。農場規模に替えて労働力規模を脱明変数の  

セットに入れても寄与桝遊は変わらない。また，規模指  

標に称えて役畜密度を脱明変数のセットに入れても変わ  

らず，役畜密度の労働ま‡三産他に対する影響力はゼロであ  

る。   

労働生産性に対し土地利用度・作付労衡基約度・作付  

肥料集約度・労働力規模をセットした対応の寄与弾力性  

は，′ト安地帯で0．46，－0．78，0」1，0．‖，水桶地珊で  

－0．32，－0．66，0．2l，0．11である。この全階層の打ち  

抜きの測宝偶に対しノト・中・大の規模階層別の標本で回  

帰式を球める。小変地キ；亨では．小規模で0．5，－0．7，  

0．1，－0．1，中規模で0．5．－0．G，0．2，－0．3，大規模  

で0．5，WO．7，0．2，－0．1の璃：与弾力′i！巨が得られ，水稲  

地幣では小規模で－0．0，・－0．7，0．3，－0．1，中規模で  

－0．2，－0．6，0．2，－0．2，大規模で－0．2，－0．5，  

0．1，－0．3の番与弾力性が得られる。この場合も規模の  

関与がすべて負に変わっている点に注意されたい。   

労働生産性に関して留意すべきは張切産出漫との関わ  

り方である。どちちが脱明変数で，どちらが被脱明変数  

とするのが安当なのかはわからないが，労働生捌鋸ま産  

出魔の平方根に比例し，産出腋は労働生産性の2釆に比  

例する。この関係は′ト発地写一宇でも水稲地澤でも変わらな  

いし、  

③ ①と②より生敵性は，土地生産性においても労働生  

敵性においても，経常の集約化と潅い関わりをもつこと  

が明瞭である。規模拡大は生産性の上界にそってほいる  

が，その寄与l隔は大でない。集約化は土地生月封璧にほ増  

加の方向，男側塵灘潤には減少の方向で作用するが，そ  

の税吏力は式の決充棟数が大なだけ労働生産性において  

大である。集約化のや味として，土地利用度の向上・労  

働の増投・肥料の増投があるが，それぞれの作用の方向  

と強弱があり，′巨象池澤と水稲地澤とでほ異なる。  

④ 駄滞爵あたりの鹿沼恩（博捜水準）は労働生産軌と  

動く関係している。土地生産性と労働生産性をセットと  

して貌明変数とした場合，それぞれの寄与弾力性は／ト変  

地澤で冊0，03，1．11，水稲地幣で一0．03，1．02である。  
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ズは非常に大きいのであるが，そうしたノイズを越えて  

指櫻間の相聞孫徽や漁場蓮根慮・生縫性・遇矧畢生を説  

明する恒】焔式の構造にほヰl動的性格というべき「諸‡乳棒  

の持たれ方の均質化」が認められる。′ト麦地鞘こと水稲池  

澤の聞にほ自矧殉灸件に際立った差があるが，両地常に  

存在する巌基経僧職磯雄の相関関係や剛肇普式の測定髄は  

差よりも等しさが大である。規模の叢に基づく偏差をお  

さえるため，規模階層別に求めた平均億問の相対比や回  

帰式の盲刑延髄においても差より等しさが大である。  

4．農業経常の内面的秩序の申の中国的性格（体蘭）の  

繋点は次のようである。①腿場産山駿の大′j、に対して農  

機面機はl．2～1．3釆に，作付面棟は1▲1～1．2釆に，労働  

保有数は0．7～0．8衆に，批滞員数は0．5～0．7来に比例し  

て対応する。（訟与えられた遇場規模の下で土地繚営を集  

約化することによる効果は，α．多毛作化を進めること  

ができれば顕著であって，′ト麦地帯では1．0以上の弾憮  

倦をもって，水稲池澤でほ0．5程度の弾性偶をもって産  

鉦琵ほ増加させる（ただし多毛作化は容易でなく，特に  

小変池澤でほ気象約・土壌的条件に終られた輪作秩序の  

下ではかりうる）‥盆栽培管理の作薬的集約化を進める  

と労働投下蒐に対して0．4…0．6程度の弾性倦で産山鬼成  

増加させる，γ施肥の炎約化を進めると，水稲池澤で  

は0．2…0．3の弾性倦で産出蕊の増加に対応するが，′ト要  

地楷でほ（黄土と寡両という条件の下で）0．1～0．2の弾  

性侶で反応するにすき’ない，ということになる。③農場  

規模と労働力保有蕊を組として産出鼠に対応させた生塵  

関数ほ，土地の寄与弾性職が0．50～0．60，労働の弾性値  

は0．55～0．G5であり，土地と労働を合体させた寄与1酢lて】三  

倍はユ．10～l．20であって，経′き当－の借地と購用労働に対す  

る対応能力と規模の経済せ示している。すなわち，規模  

拡大や髄膜の維持に速凝している場合，研半程度の商率  

小作料と家族の平均生活饗より高い賃金の覇用労衡の受  

け入れが可能である。④役畜と肥料は不可欠の生薫饗賽  

であるが，軽食を構滅する上で稀少な質素とほなってい  

ない。⑤土地生敵性と労働壁掛当三は追求の方向が背反的  

であるが，親機の作用は双方に正に働いている。電）土地  

生産性は地域差に基づく差が大で経営の構成の偏差から  

貌明できる部分が小であるが，労働の生産性は縫僧の構  

成に基づく偏差から多くの部分で脱明できる。労働生産  

性と農場縫旧教の！凋係は緊密であり，労働の生就牲は慮  

域産山蕊の平方根に比例し，舷梯産出蕊ほ労働染渡他の   

Ⅳ 差しあたりの考察結果  

J．L．パック等が残した1929～33年，中国22軋168地  

‡夏，16786胞家の農家経済・慮米禅僧の調査結果の斜儲  

分析はまだそのⅣm一都を終えただけである。20指櫻を用い  

た農業繰常の内面の秩序の検索ですら，いまだ各農区別  

の検討にまではいたっておらず，小変池澤と水稲池澤に  

区分した中国遇薬の全体において行われたにすぎない。  

しかし，ここまでの分析だけからもなお多くの計愈的知  

見がえられた。（d）にその内苓を示したが，更にそれを集  

約すれば次のようである。  

1．我々は大戦朝の朝雲】の農家綽済・腿業経常の‡やに中  

1司的というべき体質を認める。この体質は極限的な鎚茶  

杓土地資源の‡払発と桐密な農民定位という枠組みのなか  

で，戊期の停滞の持続として収来した社会的平衡状磯と  

して認められる体質であり，旗幣経済の浸透がもたらし  

た良民の収引能力の低さに釆じた商人・商利貸・地点あ  

るいは箪閲や官僚などによる搾取と寄生に対抗し，朝  

充・矛盾を相対化し包摂し併呑していく体磐である。そ  

れは中矧畜庸■の体質ではないが，中図の風土の中で陶冶  

せられたという恵味で個性の強い「rP剛l勺家族労作的繚  

常」の体贋である。  

2．小麦地苗ならば2暮0…3．0ヘク夕蝉ル，水稲地滞なら  

ば1．0～1．5ヘクタールの土地を保菌し，6－7人の父系  

‡i】L縁者（ときにはl．0人の年覇を含んだ）がホームス  

テッドを形成している。土地は糾明として用いられ，水  

利のはかれるところは搬漑の施設が，傾斜地にはテラス  

ニー二が施されている。土地の植物育成能力が許す限り，  

米鯵麦など礫牽遺作物やいも撒が散大限の栗東閑適という  

方向に沿って栽培され，家畜やそ米・果樹などは少ない。  

棉・養蚕・たばこ・茶などに塵地が形成されているが，  

山都の地域においてである。1～2淡の役畜と結合して  

2．0～2．5人の正味舅予成人労働力が働いている。高庇に  

ほ巧的な脱法であって，多肥（郎合）であり，また労側  

基約度が火である。このようにして嘉毅換凝3．5トン税  

度の腿場産出蕊がえられる。土地食感闇凋磯いが労働生  

踵性は低い。  

3．上記の平均的状態からの流離としての差が広範に㌫  

がっている。平均からの偏差には地方的自然腐朝署戌に  

連なる地域差と経常規模の差に連なる繰′紆編成の階層差  

がある。地域差は大きく，我々の分析でも…㌦般r桝頃向・  

w…・取柄関係せ碩癒する際のノイズとして乱れ そのノイ  
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ある程度以下の翠郷農家の農光線常では労働過剰があら  

わになる。中等規模から小髄膜の半ば粗壁までは大戦前  

のわが国の中小遇家と同程度の労働過剰度である。小規  

模の半ばと敢小規模の良家経済一題葉経営の利こ（おそ  

らくその数は2000万戸やそこらにはなるであろうから莫  

大な巌である）「食えない農民」が諦め込まれているの  

である。こうした紙め込まれ方はわが国の場合と同じだ  

ろう。異なるところは70～80パ…セントもの土地が労働  

過剰でない状態で経′き当■されている点である。  

2．0衆に比例する。また∴労働生産恍叔灘瀾闇あたり産  

出ま泣に1．00－1．10の弾牲瀾ほもって寄与する。⑦上記の  

良薬経常の刷成秩ー釣こ対し自作腿・小作ぷ込の差は宥恕な  

影響を持っていない。⑧農外独楽ほ規傾が′トで家族労働  

が燃焼できない場合に行われる。  

5．以上の計測結果粛坤償瀾潤の労働過剰に浪大な判断  

を与える。中国における良民延性の過衡′軋 過剰人口の  

存在ほ紛れ藩なく事実であるが，この時代のわが国など  

と比校すれば著しくはない。すでに述べたように中図の  

遇教権済・臆基経登は厳小りぃじt3等・ 中大・更大・散  

大・極大と大きな規模の拡がりを持っていて，平均をは  

さんだ0．75グ（梯ま酬霹差）の帽で中等と中大規模がとら  

れているのであるが，平均燦魔の経常では労働過剰はな  

い。中大闇瘍にもなれば1人の年磁労働力を持つのでは  

ないかと察せられる。平均規模以上の各層が限られた耕  

地（研削也を牧野・草地・山林などとして保留しておく  

余裕はない）の多くか独お保有しており，規模が大であ  

ればあるほど世帯員数（年稲を含む）は大となるが，耕  

地の排他的保有の大きさの程度は酢昔員数の2釆以上の  

逓増煩滝もって大となっていくのである。軽骨の構造が  

変わるわけではないが，土地的な余裕はこのように大き  

くなる。その部分が平均以下の規模の農薬総督に経常の  

編成を世帯員数に比してより少ない土地で労働条約的な  

経営を行うよう触覚する。労働苑動的方糾こ編成すると  

いっでも耕舷肥培の技術体系を変えるのではないから，  
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